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Ⅰ．はじめに

　全国各地で地域おこし，まちおこしに取り組む
事例が増えている（関・足利：2007；関・遠山：
2007）。森林資源や自然環境を産業化した事例や
食文化，人材育成にいたるまで　その内容は様々
である。本稿では全国的知名度を誇る大会に成長
した「大曲の花火大会」を開催している秋田県大
仙市の花火製造企業がどのような役割を担ってい
るのかを明らかにする。そこで2010年９月８日か
ら11日にかけて本学地域構想学科で著者の３年次
演習を受講する９名が地域調査を実施した１）。大
仙市では毎年８月の最終土曜日に市内の雄物川河
川敷を会場に花火大会が開催される。一晩に花火
見物に訪れる観光客は，およそ70万人前後とされ，
同市の人口89290人２）の約８倍もの集客力を誇る
今や大イベントに成長している。東北地方の小都
市においてわずか１日のみで，これだけの規模の
集客力を有する定期的イベントの開催例は大仙市
を除いて他に見あたらない。イベントの開催が地
域づくりにどのような影響を与え，その成長の中
心的役割を担ってきた花火製造企業がどのような
特性を有しているのかを探ってみたい。
　方法は大仙市役所にて同市の人口動態，産業構
成，交通や観光に関する概要と中心市街地活性化
計画についての現状や展望などの説明を受けた。
次に大曲商工会議所で主に「花火大会」の概要や
運営についての聞き取りを実施した。さらに花火
大会を開催する際に中心的役割を果たしている花
火製造企業５社への聞き取りを実施した。各企業
の工場で各工程の作業景観を見学し，打ち上げ花
火が完成するまでの工程等詳細な説明を受けた。

Ⅱ．大仙市の立地環境と産業特性

（1）立地と産業
　大仙市は2005年３月22日に大曲市と神岡町，西
仙北町，中仙町，協和町，南外村，仙北町，太田
町からなる仙北郡の７町村が合併し誕生した（図
１）。地名の由来は「大曲市」と「仙北郡」のそ
れぞれの頭文字である「大」と「仙」を合わせ
たものである。旧大曲市の人口は2005年時点で
38,794人，大仙市となった現在は88,605人となっ
ている。本市は，秋田県の内陸南部に位置し，古
くから県南の交通の要衛であった。現在では秋田
自動車道，秋田新幹線の開通により，アクセス性，
利便性共に向上し，観光客も増加する傾向にある。
隣接市町村は秋田市，由利本荘市，横手市，仙北市，
仙北郡美郷町，岩手県和賀郡西和賀町であり，大

図１　秋田県大仙市
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仙市の総面積は866.7㎢で，東西約44㎢，南北約
40㎢である。秋田県では５番目の面積を有する。
　市内の土地利用は，2009年において，山林
30.4％，田畑24.5％，宅地2.9％，その他42.2％と
山林・田畑が50％を超えることから，自然豊かな
田園都市の特徴を持っているといえる。東に奥羽
山脈，西に出羽丘陵，その間を流れる雄物川とそ
の支流である玉川に沿った県内有数の穀倉地帯
で，農村地帯の原風景として四季折々に美しい表
情を見せる。気候は内陸型を示し，2008年では年
間平均気温が11.8℃，年間降水量が1,251㎜，積雪
量は最深地で93㎝となっている。市全域が豪雪地
帯に属しており，冬季においては日本海沿岸地区
と比較すると気温が低く，夏季においては比較的
高温多湿である。
　大曲地区の歴史をたどると，中世の頃に大曲村
が成立しており，交通の要衛となっていた。近世
には宿場町としての機能も整備され，物資と人の
交流も盛んとなり，次第に盆地内有数の商業地へ
と成長する。その後，1891年に町制施行により大
曲町となった。1904年には国鉄の大曲駅が竣工さ
れ，その翌年からは奥羽本線が当地方を走り，さ
らに1922年には生保内線も開通するなど商業地と
しての条件はさらに充実する。1947年に発生した
大洪水は，戦後の混乱と相まって大きな被害を出
した。1954年には市制施行により大曲市となり，
2005年の合併を経て現在に至った。
　今や全国的な規模で著名となった大曲全国花火
競技大会は第１回が1910年８月26日に諏訪神社の
祭典の奉納花火として「奥羽六県煙火共進会」と
いう名称のもと開催されている。その後第二次世
界大戦などにより中止もあったものの，大会は
2010年で100年目を迎え，今日まで盛大に続いて
いる。また他の地域でもイベントが多く行われて
おり，神岡地区では「全県500歳野球大会」，西仙
北地区では「刈和野の大綱引き」，中仙地区では「ド
ンパン祭り」，「全国ジャンボうさぎフェスティバ
ル」，協和地区では「七夕祭り」，南外地区では「ふ
るさとなんがい夏祭り」，仙北地区では「仙北町

冬まつり」，太田地区では「秋田おはら節全国大会」
などが行われている。

（2）大曲駅前区画整理事業
　1989年度から2015年度にかけて大曲駅前地区は
区画整理が実施されている。この地区は大仙市内
の中心市街地で商店街や住宅地域より構成されて
いるが，近年道路，公園等の公共施設の設備が遅
れ，土地利用の効率が悪くなっている。そこで新
しい街づくりを機会に公共施設の整備改善を行い
交通の円滑化，歩行者の安全確保に努めながら商
店街の形成，住宅利用の増進と地域全体の活性化
を図ることが目的となっている。
　この区画整理は病院を核とした中心市街地活性
化の事例として，全国でも珍しいケースである。
仙北組合総合病院に関しては1934年に病院事業が
開始され，1965年には現在の場所に竣工された。
以来，管理棟，南棟，東棟の増築を行っている。
病床数は一般が560床，他に結核が4棟，感染症が
４棟である。診療科目は内科，循環器科，消化器科，
小児科，外科，呼吸器外科，整形外科，脳神経外
科，皮膚科，泌尿器科，産婦人科，眼科，耳鼻咽
喉科，麻酔科，放射線科，リハビリテーション科，
歯科の合計17科であり，大仙地区の総合病院とし
て現在に至っている。しかし施設の老朽化が著し
く，最新医療機器の導入も難しいのが現状である。
さらに閉店したジョイフルシティ大曲の未利用地
活用が問題とされていた。そこで2010年に「大曲
通町地区市街地再開発準備組合」が発足し，2015
年度までにジョイフルシティ大曲跡地に施設の移
転改築事業が実施されることになった。対象地は
ジョイフルシティ跡地の「北街区」，現在病院の
敷地である「南街区」である。北街区に９階建て
の病院棟とバスターミナル，商業施設，事務所が
入る３階建ての複合棟の建設が，南街区には高齢
者施設が入る福祉棟，駐車場棟が建設される予定
である。
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Ⅲ．伝統ある大曲の花火大会

　大曲の花火は，もともと地元の農家や地主らの
道楽として親しまれ，明治末期の1910年に諏訪神
社祭典の奉納花火の余興として「奥羽六県煙火共
進会」という名のもとに開催されたのが始まりで
ある３）。地域の余興としてスタートした大曲の花
火であるが，第４回大会（1915年）に「全国花火
競技大会」へと名称を変更し，全国規模の花火競
技大会へ成長するきっかけとなった。この大会に
は東北各地をはじめ，北海道，遠くは愛知県，滋
賀県，九州地方などからも打ち上げ花火が出品さ
れ，初めて桟敷席も設置されたという（表１）。
　その後第二次世界大戦中，約10年間中止されて
いた花火競技大会は1946年に復活したが，戦後の
食糧難による資金の問題から，大会の開催につい
て市民の間で賛否両論の意見が交わされたとい
う。第31回大会（1957年）から大会主催が大曲市
から大曲商工会（現・大曲商工会議所）へ変わっ
た。第37回大会（1963年）の通商産業大臣賞（現・
経済産業大臣賞）創設や，全国初で創造花火が正
式に競技種目に加わったことにより，観客数は増
加し，第38回大会（1968年）には10万人に上った。
　第52回大会（1978年）に競技種目として加わっ
た昼花火とは日中に打ち上がる花火の総称で，以
前は国内の有名花火大会で見られたが，競技とし
て残っているのは大曲だけである。昼花火には貴
重な製造技術が多くあることから，競技の存続が
国内の昼花火の歴史や技術の伝承に貢献している
といえる。この年の夏に農業事情視察で訪独して
いた旧大曲市長の最上氏は，ドイツの旧ボン市長
に表敬訪問し，大曲市の花火をPRした。日独の
市長同士の会談により，大曲の花火は1979年の６
月にボン市で行われた連邦庭園大会にて「日独
親善大曲の花火」という名称で打ち上げられた。
これを機に，1983年にはデュッセルドルフ市で，
1987年にはベルリン市で大曲の花火が打ち上げら
れ，大曲の花火は海外でも広く知られていくこと
になった。

　第60回大会（1986年）では花火以外にレーザー
光線や音楽を使った「ショー」としての演出が始
まり，第70回大会（1996年）からNHKBSハイビ
ジョンで競技大会の様子が放映されたことで，大
曲の全国花火競技大会は更なる飛躍を見せた。ま
た同年には科学技術庁長官賞（現・文部科学大臣
奨励賞）が夜花火に創設された。第74回大会（2000
年）には，花火師の技術や地位向上を図るため，
内閣総理大臣賞が土浦全国花火競技大会（茨城県）
とともに新設され，大曲では夜花火の部の創造花
火を中心に審査を行い，花火師に最優秀賞として
贈られることとなった。このころから打上方法は，
花火師の熟練した技術を要する打上方式から，コ
ンピュータシステムを使用した安全な電気点火打
上方式へと変わっていく。観客数も60万人を超え
るようになった（図２）。
　わが国の大規模花火大会は，大曲全国花火競技
大会のほかに土浦全国花火競技大会（茨城県），
長岡まつり大花火大会（新潟県）がある。土浦全
国花火競技大会は1925年から始まり，現在一晩で
80万人近くまで入込客数を伸ばしている。実りの
秋を祝い，農民の勤労を慰めるという趣旨から，
商店街が農村に対して感謝の気持ちを込めて，秋
に実施される。長岡まつり大花火大会は，1892年
から神社の祭典として行われたのが起源である。
打ち上げ花火の資金は，全て市民や企業のスポン
サーから集められるもので，２日間に渡って行わ
れていることから入込客数は90万人を超える。近
年は大曲と土浦の花火大会の入込客数は，年を追
うごとに増加傾向にあるのに対し，長岡の花火大
会の入込客数は，2000年ころからほぼ同じ水準を
保っている。
　1910年に始まった大曲の花火は，2010年の第84
回大会で100年目の節目を迎え，観客数は過去最
高の80万人を超えた。今や競技の質は全国最高レ
ベルであり，わが国の花火の製造および打ち上げ
技術に大きな影響を与えている。
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表１　全国花火競技大会歴史年表

資料：聞き取り調査および『大曲の花火』（2010）より作成

年 月 日
開催
回数

概　　　　　　　　　　　要
入込客数
（万人）

秋田県の動向

1910 8 26 1 諏訪神社祭典の奉納花火として、奥羽六県煙火共進会を開催 　 　

1912 　 　 明治天皇崩御のため　中止 　 　

1914 　 　 秋田仙北地震による震災ため　中止 　 秋田強首地震

1915 9 1 4 「全国煙火競技大会」と名称を変更　　全国規模の大会をめざす 　 　

1928 9 9 16 二日間にわたり、花火大会を開催　（主催：大曲煙火協会） 　 　

　 　 　 　 NHK秋田放送局　放送開始

1935 　 　 第2次世界大戦のため、終戦まで中止 　 　

1946 8 22 20 花火大会が復活する 　 　

　 　 　 　 旧大曲市　発足

　 　 　 　 旧横手市・大館市　発足

1957 　 31 大会主催が大曲市から大曲市商工会（現・大曲商工会議所）に移る 　 　

　 　 　 秋田空港　開港

1963 8 25 37 通産大臣賞（現・経済産業大臣賞）が創設 7 　

1964 8 23 38 全国初の「創造花火」が正式に競技種目に加わる 10 　

1978 　 52 「昼花火」が競技種目に加わる 　

1979 6 18 53 旧西ドイツ・ボン市で「日独親善大曲の花火」が上がる 　

1983 　 57 デュッセルドルフ市で「日本ウィーク」の一環として大曲の花火が打ち上げられる 10 日本海中部地震

1986 8 25 60 大会提供花火でレーザーと音楽による演出を試みる 　

1987 　 61 ベルリン市750年祭街頭フェスティバルのフィナーレを大曲の花火が飾る 　

1992 8 24 66 大曲市で国際花火デザインシンポジウムが開催される 45 　

1996 　 70 ハンガリー建国1100年祭での花火打ち上げ 50 　

　 　 　 ＮＨＫＢＳハイビジョンでの放映開始 　

　 　 　 科学技術庁長官賞（現・文部科学大臣奨励賞）が夜花火競技に創設 　

1997 8 24 71 57 秋田新幹線開業・
秋田自動車道全通

2000 8 22 74 内閣総理大臣賞を新設 62 　

　 　 　 手動からコンピューターソフトを使用した打上になる 大仙市　発足

　 　 　 横手市・にかほ市　発足

2008 8 29 82 「大仙市花火伝統文化継承プロジェクト」発足 65 　

2010 8 28 84 大曲花火100年の節目を迎える　　　観客は過去最高の80万人に 80 　
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Ⅳ．打ち上げ花火の製造工程

（1）花火の種類と性質
　花火には主として手持ち花火などで知られるお
もちゃ花火，ナイアガラなどで知られる仕掛け花
火，そして打ち上げ花火の３種類があり，本稿で
は打ち上げ花火を対象とする。打ち上げ花火は「割
物花火」と「ぽか物花火」に分類することができ
る。割物花火は一般的に花火大会で見られ，ぽか
物花火は祭典や運動会の早朝に打ち上げる信号雷
（音物花火）などがある。割物花火の大きさは，
2.5号玉（直径7.5㎝）から40号玉（直径120㎝）ま
で存在し，一般的な花火大会では３号玉（直径９
cm）から５号玉（直径15cm）が使用されている。
割物花火は打ち上げた際に上空で花火玉の約1000
倍に広がるため，３号玉（９㎝）は直径約90mに
広がる。ただし，10号玉以上になると重量の関係

から上空で広がる倍率は低くなる。花火玉１個あ
たりの価格は，割物，ぽか物花火とも３号玉が約
4000円，４号玉が約7500円，５号玉が約１万円と
なっており，25号玉は１個約50万円程にもなる４）。
当然，製造に時間と労力がかかる特殊花火の場合
は同じ大きさの玉であっても相場の価格より高く
なる。

（2）花火製造工場と製造工程
　花火製造工場は，火薬を大量に扱う場所である
ため，たいへん厳しい管理下におかれており，そ
れを遵守する内容が細かく規定されている。工場
内でも工程ごとに防火壁に囲まれた加工所があ
り，各加工所で作業できる人員と扱える火薬量が
法律で制限されている（写真１）。また，万が一
の爆発事故発生に対する対応策として，工室ごと
に一定の距離が保たれて設置されていることか

図２　大曲全国花火競技大会の入込客数の推移
（資料：大曲商工会議所資料により作成）

 

写真１　制限が表示されている工室の扉
（資料：2010年9月　加藤悠人撮影）
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ら，花火製造にはきわめて広大な土地が必要であ
る。

（3）製造工程
　最初は火薬の配合工程である。硝石・硫黄・炭
の３つの火薬と色をつける薬品を混ぜ合わせる作
業である。摩擦による発火の危険性が高いため，
摩擦防止処置のされた専用の作業衣を身につけて
手作業で少量ずつ行っている（写真２）。
　次の工程は，造粒作業である。約１mm程に固
めた泥に水分を施して粉末状の火薬を少量ずつ付
着させる作業である。この次の乾燥工程とこれを
繰り返し行うことで，火薬の粒を大きくし，打ち
上げた際に奇麗な花火の色や形の元になる「星」
を製造する（写真３）。
　３番目の工程は造粒で製造した「星」を乾燥さ
せる作業である。乾燥方法はいずれの企業も主に
晩秋から翌年の春季にかけては灯油を燃料にして
倉庫に温風を送り込む室内乾燥と春季から秋季に
かけての天日干しとがあり，どちらも通常一回に
半日以上の時間を要して乾燥させる（写真４）。
　４番目の工程は玉込め（仕込み）作業である。
乾燥させた「星」と爆薬をまぶした籾殻・導火線
を半球状の玉皮（紙の殻）に詰めていく作業であ
る。籾殻は玉の中に出来る隙間を埋め，打ち上げ
られた花火が上空で爆発する際にむらがでないよ
う均等に花火が奇麗に広がるための一助にもなる
という。旧来より米作りが盛んな当地方では籾殻
が豊富に活用できたことも，大曲に花火製造産業
が定着した理由の一つである５）。これを重ね合わ
せて球状にし，花火の原形は完成する（写真５）。
　次は花火の原形にクラフト紙を貼付する工程で
ある。この工程は火薬の調合等の作業と異なり，
糊付けする比較的単純作業であるため，女性労働
者が担当する場合も多い。玉込めした花火の接合
部分を隠し強度を高めるためにクラフト紙を貼り
つけるのであるが，球形である花火の原形を接着
剤の強弱を考慮し均等に貼り付けなければならな
い。クラフト紙を貼るための糊には米を練ったも

のを使用する。やはり稲作の盛んな大曲では，米
を原料とする糊が豊富に存在したため，この点で
も花火製造産業には有利に作用したのである。な
お，貼付の際には紙・糊・力加減のバランスが非
常に重要であり，ある程度の技術が必要である（写
真６）。
　６番目の工程はクラフト紙で糊付けした花火玉
を乾燥させる工程である。方法は天日干しと乾燥
機による場合の２通りある。なお，この段階での
花火玉は外見がほぼ同じであるため，完成後は必
ず名称を書き入れる（写真７）。
　最後に大きさ別に仕分けされ，箱詰めされて出
荷となる（写真８）。花火玉の大きさを箱の色に
よって区別するなど，細心の注意がみられる。

（4）花火の打上げ方法
　完成した花火はコンピュータソフトを使用して
打ち上げられる（写真９）。データを取り込むと
音楽に合わせて花火が打ち上がるよう自動設定さ
れ，コンピュータから出る指示に従って花火を
セットする。当日の打ち上げも自動のため，花火
師は確実に花火が打ち上がるよう大会まで入念に
点検を行う。また，観覧席までの距離と当日の風
向を計算して，花火と音がシンクロして演出され
るように花火の発射を0.03秒単位で切り替えるこ
とができる。
　花火大会での打ち上げにはステンレス，鉄，紙，
FRP（強化プラスチック）の4種類の筒が使用さ
れ，耐久性と重さの兼ね合いで使い分けられて
いる。筒は内径7.6cm ～ 121cmまでと玉の大小に
よって異なり，花火大会当日会場に設置される（写
真10）。大曲の全国花火競技大会では約2000本の
筒が使用された。雨天対策として，防水用紙と防
水ビニールが花火に使用されているため多少の悪
天候でも大会は実行できるが，やむを得ず大会が
中止になってしまった場合，最低保証料が支給さ
れるという。



35―　　―

 

 

  

写真２　火薬の配合作業
（資料：前掲写真１）

写真３　火薬の造粒作業
（資料：前掲写真１）

写真４　火薬（星）の天日干し
（資料：前掲写真１）

写真５　玉込め作業
（資料：前掲写真1）

 

 

 

写真９　花火打ち上げのコンピュータ画像
（資料：前掲写真１）

 

写真６　クラフト紙の貼り付け作業
（資料：前掲写真１）

写真７　花火玉の天日干し
（資料：前掲写真１）

写真８　箱詰めされた花火玉
（資料：前掲写真１）
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Ⅴ．花火製造企業の特性

　花火工場は大量の火薬を扱うため，安全を確保

する上で，家屋が密集する市街地中心部から一定
の距離をおいた場所に立地する傾向にある。大仙
市の花火製造業者も市内中心部より約３～６㎞程
度郊外に分布している（図３）。
　大仙市の花火製造業者は５社存在しているが，
現社長は創業者から数えて４・５代目が５社中４
社であるため，創業年も1800年代後半が４社と最
も多い。創業以前は農家であった場合でも，創業
以降は花火製造を専業として生計を立てている場
合が多い。全社とも大仙市に本社を置いて経営し，
いずれも隣接して製造工場を所有している。
　従業員数をみると，家族が中心となって経営を
している従業者数５人の企業から幅広い年代層が

 

写真10　花火打ち上げ用の筒
（資料：前掲写真１）

 

図３　秋田県大仙市における花火製造企業の分布
（資料：現地調査より作成）

⃝花火製造企業
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表２　花火製造企業の特性

資料：聞き取り調査により作成
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23人従事する企業まで存在するが，比較的少人数
であることがわかる。男女の割合はおおよそ半々
で，男性は主に花火職人として製造工程を担当し，
女性は主に主婦層がパートとしてクラフトペー
パーの貼り付け作業をしている場合が多い。また
花火大会当日には，打ち上げ従事者と称する普段
は農業や民間企業に従事するいわゆる本業に就い
ている人達が協力する体制がとられている。当然，
彼らは事前に研修を受け，各社の名簿に登録し，
花火の打ち上げのサポートをしている。打ち上げ
従事者は会社の規模によって人数が異なり，大会
会場の各自治体におおよそ数十人単位で存在して
いる。
　さて，花火製造企業への入社希望者は少なから
ず存在するが，危険な薬品を取り扱うことから，
信頼できる知人から紹介で採用する以外，特に募
集をかけていないことが多い。花火製造業者は年
間を通して花火製造を行い，繁忙期の７，８月に
は各地への販売や打ち上げを行っている。それに
伴って，基本的に８時～ 17時頃である労働時間
も，大会が重なる繁忙期には残業をすることが多
い。
　原料の仕入れ先は全社とも東京の企業を主流と
し，その他にも愛知県や埼玉県の企業も対象にし
ている。商品の出荷先は会社の規模によって異な
るものの，全国各地に配送されている一方で，従
業員の移動を伴う花火大会での打ち上げは主に東
北地方に集中している。
　花火の製造工程には作業員が分業して製造する
流れ作業と全員が日ごとに同じ作業を行う日割り
作業があり，従業員数が多いほど分業されている
ことが多い。１つの花火玉が完成するまでに要す
る製造期間は３～４週間であるが，手の込んだも
のは３～４ヵ月かかる。
　花火師のつらさは「きつい・汚い・危険」のい
わゆる３Kとされ，日々単純作業の繰り返しや無
事故が常に求められるため細心の注意を払わなけ
ればならない。花火師達はこのつらさを乗り越え
て得られる花火大会での観客の反応や歓声に最高

の生き甲斐を感じるという。花火師達は自身の技
に誇りと希望を抱きながら，それぞれ目標を掲げ
て花火製造に取り組んでいるのである。

Ⅵ．おわりに

　本稿では，著者の演習に所属して学ぶ９名の学
生達が大仙市での地域調査を実施し，その結果を
まとめたものである。同市最大のイベントである
花火大会を支える花火師達に注目し，彼らの業務
内容から花火大会への思いに至までを詳細に調査
した。事前学習として花火産業や大仙市の花火製
造企業の分布を調べ，企業訪問日時の調整，その
調査項目といった内容の検討に時間を割いた。調
査は市役所，商工会議所等への聞き取り，花火製
造企業への聞き取りと工場見学を通して製造工程
や花火産業の成立する要因，さらに大曲花火大会
の歴史や仕組みについて理解を深めた。
　大仙市の花火産業の歴史は古く，江戸期に伝え
られた花火製造が，明治期に入って神社の奉納花
火大会開催へと展開し，以降紆余曲折を経ながら
大きな花火大会へと成長した。ヨーロッパでの花
火大会の開催，NHKによる中継の開始等，知名
度アップのさまざまな成長要因がある中で，全国
花火競技大会の名称からもわかるとおり，花火師
達の技術向上を目指す大会としての位置づけも大
きい。単なる新作の披露にとどまらず，互いの知
恵と技術を競い合う大会が最大の成長要因ではな
かろうか。
　大きな大会を支える地元の花火製造企業は花火
製造と打ち上げを担当する小規模・零細企業であ
るが，長い歴史を代々受け継ぐ現社長のもと秋田
県，東北地方，さらには東日本の多くの花火大
会開催を担っている。一見３Kといわれる産業に
あって，花火師達は花火大会を鑑賞する観客の歓
声と感動を最大の励みとして日々の業務に勤しん
でいるのである。さらに古くから水稲作の盛んな
土地柄であるため花火製造過程で必要な籾殻と糊
は，もち米で作るみじん粉を利用できたことなど，
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花火製造業の成立要因にも恵まれた環境下にあっ
たといえる。

謝辞
　本論を作成するにあたり大曲商工会議所副会頭・

賢木新悦氏，大仙市役所・小山田雄弥氏，加賀貢規氏，

小松英明氏，高橋一華氏，竹村宏之氏，福原敬氏，（株）

小松煙火工業・小松忠信氏，（株）北日本花火興業・

今野義和氏，（株）響屋・斉藤健太郎氏，（株）和火屋・

久米川正行氏，（有）大曲花火化学工業・新山良洋氏

にお世話になりました。厚く御礼申し上げます。

注

１ ）現地調査は2010年度地域構想学科３年の岩動ゼ

ミに所属する桜田志織，晴山潤一，高橋和輝，稲

妻謙，渋谷友里恵，加藤悠人，千葉加奈絵，齋藤梢，

佐々木歩の９名で実施した。

２）2012年３月現在の住民基本台帳による。

３ ）花火製造企業への聞き取り調査による。秋田魁

新報社（2010）によれば，これより早く仙北地域

で打ち上げ花火が実施されたのは江戸末期といわ

れ，それを期に花火の製造技術が同地方に伝わっ

たとされる。

４）2010年の聞き取り調査時点での価格である。

５）聞き取り調査による。
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